
JP 5374557 B2 2013.12.25

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハロゲン化銀を含む写真記録層を両面コーティングするための支持体材料であって、
前記支持体材料は少なくとも１つの原紙を備えており、
前記原紙は、前記原紙の両面に配置された合成樹脂層と、前記合成樹脂層の原紙に向いて
いない側にある機能層とを有しており、
前記機能層は、少なくとも１つの水溶性結合剤と、多価アルコールと、無機酸の塩と、合
成樹脂粒子とを含む、前記支持体材料。
【請求項２】
　水溶性結合剤がゼラチンであることを特徴とする、請求項１に記載の支持体材料。
【請求項３】
　多価アルコールがグリセリンであることを特徴とする、請求項１又は２に記載の支持体
材料。
【請求項４】
　合成樹脂粒子がポリオレフィン粒子であることを特徴とする、請求項１～３のいずれか
一項に記載の支持体材料。
【請求項５】
　ポリオレフィン粒子の溶融領域が１１０℃を上回ることを特徴とする、請求項４に記載
の支持体材料。
【請求項６】
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　合成樹脂粒子の平均粒径が２μｍ～２０μｍであることを特徴とする、請求項１～５の
いずれか一項に記載の支持体材料。
【請求項７】
　合成樹脂粒子の平均粒径が４μｍ～１０μｍであることを特徴とする、請求項１～６の
いずれか一項に記載の支持体材料。
【請求項８】
　機能層が、各面で０．１ｇ／ｍ２～１ｇ／ｍ２の付与重量を有することを特徴とする、
請求項１～７のいずれか一項に記載の支持体材料。
【請求項９】
　合成樹脂層が、Ｒｚとして測定される０．８０μｍ～３．０μｍの表面粗さを有するこ
とを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記載の支持体材料。
【請求項１０】
　合成樹脂層が、Ｒｚとして測定される６．０μｍ～１５．０μｍの表面粗さを有するこ
とを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記載の支持体材料。
【請求項１１】
　合成樹脂層が低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）を含むことを特徴とする、請求項１～１
０のいずれか一項に記載の支持体材料。
【請求項１２】
　合成樹脂層が白色顔料を含むことを特徴とする、請求項１～１１のいずれか一項に記載
の支持体材料。
【請求項１３】
　原紙が無機顔料を充填剤として有する未処理紙を含むことを特徴とする、請求項１に記
載の支持体材料。
【請求項１４】
　無機顔料が二酸化チタン、炭酸カルシウム、又はカオリンであることを特徴とする、請
求項１３に記載の支持体材料。
【請求項１５】
　原紙が、未処理紙の質量に基づく２重量％～１５重量％の充填剤含有量を有する未処理
紙であることを特徴とする、請求項１３に記載の支持体材料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、写真を高品質再生（Wiedergabe）するハロゲン化銀印画材料（Silberhaloge
nid-Aufsichtsmaterial）のための支持体材料に関する。本発明、特に、個々のページの
前面と背面とに写真を含むことができる写真集の写真を生成するための支持体材料に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　写真集は、デジタル画像データを使用する場合、個別に作成することができる。各ペー
ジは、デジタル露光技術（digitale Belichtungstechniken）によって、感光性写真用印
画紙のシート又はウェブ（Bahnen）に露光され、写真現像後に１冊の本に製本される。こ
れはユーザーにとって、個々の画像の写真アルバムへの貼り付け及びラベル付け（Beschr
iften）の手間が省かれることになる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
　公知の写真用印画紙は、片面に画像表示するために考えられ、画像生成するハロゲン化
銀を含む層は、支持体材料の片面だけに塗布され、そして、露光及び処理された後で、画
像は片面だけに再生される。カラー画像の好ましい生成方法のために用いられる支持体材
料は、通常、両面に合成樹脂をコーティングされた紙である。このような支持体材料の特



(3) JP 5374557 B2 2013.12.25

10

20

30

40

50

性と製法は、例えば、Science and Technology of Photographie、初版、KELLER,Karlhei
nz.Weinheim編集、VCH Verlagsgesellschaft mbH発行、1993年、69～74ページに開示され
ている。
【非特許文献１】Science and Technology of Photographie
【特許文献】
【０００４】
　従来型の片面に画像を記載する写真用印画紙を使用する写真集の製作では、次のシート
又はウェブと背面同士に貼り付けることによって行うことができ、その方法と装置は、例
えば欧州特許出願公開第１９５５８６６号明細書に開示されている。しかしながら、この
貼り付けは、製本の際に複雑な追加工程を増やすことになる。しかもこれにより得られる
本のページは、使用される写真用印画紙の２倍を超える厚さとなり、これが望ましくない
場合がほとんどである。本のページの厚さを減じるために用いられる特に薄い写真用印画
紙は、その剛性が少ないため、通常の写真露光及び現像機器では、しばしば搬送上の障害
を生じるという欠点がある。
【特許文献１】欧州特許出願公開第１９５５８６６号明細書
【０００５】
　写真集のページを生成するためのその他のデジタル印刷技術、例えばトナーを用いるイ
ンクジェット印刷又は電子写真印刷が公知である。従来は、このような印刷技術によって
生成された画像ページは、例えば、光沢、手触り、寿命のいくつかの特性が、感光性材料
を用いて生成される写真画像ページと異なり、そのため需要が少なかった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の課題は、単層又は複数層の写真乳剤層を有する両面コーティングのための支持
体材料であって、写真乳剤のコーティング、画像の露光、及び湿式化学的現像の後で、従
来型の片面に画像形成可能な支持体材料に匹敵する画像印象（Bildeindruck）を両面で得
ることのできる前記支持体材料を提供することである。
【０００７】
　更に、支持体材料の両面に写真乳剤層の良好な固着（Haftung）が得られることが好ま
しい。
【０００８】
　支持体材料は、巻き取られた状態で粘着（verkleben）してはならず、また表面相互間
で強い接着傾向（Adhaesionsneigung）を示してはならない。
【０００９】
　本発明による支持体材料は、その後の追加加工、特に引出し展開（Abrollen）の際に、
静電気を帯電してはならない。なぜなら、その結果生じる放電プロセスによって、写真乳
剤層が損傷（schaedigen）及び黒化（schwaerzen）する恐れがあるからである。
【００１０】
　最後に、支持体材料は、高い白色度と高い不透明度（Opazitaet）を有することができ
る。それは、片面に画像表示される支持体材料に匹敵する画像印象を得るため、そして、
背面に表示された画像が透けて見える（Durchscheinen）のを防止するためである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記課題は、ハロゲン化銀を含む写真記録層で両面をコーティングするための支持体材
料（ein Traegermaterial fuer die beidseitige Beschichtung mit fotografischen sil
berhalogenidhaltigen Aufzeichnungsschichten）によって解決される。前記支持体材料
は少なくとも１枚の原紙（Basispapier）を含み、前記原紙は、両面に形成された合成樹
脂層と、前記合成樹脂層の原紙に向いていない側にある機能層（Funktionsschichten auf
 der dem Basispapier abgewandten Seiten der Kunstharzschichten）とを有するもので
あり、この場合、前記機能層は、少なくとも１つの水溶性結合剤、多価アルコール、無機



(4) JP 5374557 B2 2013.12.25

10

20

30

40

50

酸の塩、合成樹脂分散系粒子（Teilchen einer Kunstharzdispersion）を含む。
【００１２】
　本発明は、両面に単層又は複数層の感光性画像記録層（einer oder mehreren lichtemp
findlichen Bildaufzeichnungsschichten）をコーティングすることができ、そして、例
えば写真集を製作するために、高品質の両面画像表示可能なページ（hochwertiger beids
eitig bebilderter Seiten）を生成することのできる支持体材料を提供することにある。
前記支持体材料は、感光層のコーティング、露光、湿式化学的現像（nasschemischen fot
ografischen Entwicklung）、及び写真集とするまで追加加工といった後続のプロセス全
体において、ウェブとしてもシートとしても、材料表面相互間で粘着又は強い接着を生じ
ることなく取り扱うことができ、静電気の帯電（Aufladungen）及び放電（Entladungen）
が防止される。しかしながら、同時に、写真乳剤層の良好な固着は保証される。
【００１３】
　本発明による支持体材料からは、写真乳剤層の両面コーティング、両面露光及び湿式化
学的現像の後で、従来型支持体の片面画像に匹敵するような画像印象の画像が両面で得ら
れる。前記支持体材料は、工業的製造条件下で巻き取り（Aufrollen）及び引出し展開す
る際で、表面相互間に粘着及び障害となる接着を生じない。前記支持体材料は、写真乳剤
を更にコーティングする際、写真乳剤層の損傷や黒化を生じる静電気帯電を示さない。本
発明の支持体材料両面に塗布された写真乳剤の固着は、確実に行われる。
【００１４】
　例えば、押し出し（Extrusion）によって塗布された合成樹脂層は、光沢画像の生成に
用いられる支持体材料の場合には２μｍ未満、又は艶消し画像の生成に用いられる支持体
材料の場合には１５μｍ未満の、ＤＩＮ４７６８によるＲｚ値として測定される表面粗さ
（Rauhigkeit）を有することができる。
【００１５】
　合成樹脂層の両面に塗布された機能層は、少なくとも１つの水溶性ポリマー、水混和性
（wassermischbar）多価アルコール、無機酸の塩、合成樹脂粒子（Kunstharz-Partikel）
を含む。この粒子は、平均粒径２μｍ～２０μｍとすることができる。これらは、１１０
℃を超える溶融領域を有することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の目的のために、用語「未処理紙（Rohpapier）」とは、コーティングされてい
ない紙、又は表面サイジングされた（oberflaechengeleimt）紙として理解される。これ
は、漂白パルプを用いて製造することができる。
【００１７】
　未処理紙は、パルプ繊維に加えて、サイズ剤（例えば、アルキルケテンダイマー、脂肪
酸及び／又は脂肪酸塩、エポキシ化脂肪酸アミド、アルケニル又はアルキル無水コハク酸
）、湿潤強度剤（例えば、ポリアミンポリアミドエピクロロヒドリン）、乾燥強度剤（例
えば、アニオン性、カチオン性、又は両性のポリアミド）、デンプン、蛍光増白剤、顔料
、染料、消泡剤、その他の製紙業において公知の助剤（Hilfsmittel）を含むことができ
る。未処理紙は、表面サイジングされたものとすることができる。このために適当なサイ
ズ剤としては、例えばポリビニルアルコール又は酸化デンプンである。この未処理紙は、
長網抄紙機又はヤンキー抄紙機（円網抄紙機）で製造することができる。この未処理紙の
坪量（Flaechengewicht）は５０～２５０ｇ／ｍ２、特に５０～１５０ｇ／ｍ２であるこ
とができる。未処理紙は、非圧縮又は圧縮（カレンダー化；geglaettet）した形態で使用
することができる。密度０．８～１．０５ｇ／ｃｍ３、特には０．９５～１．０２ｇ／ｃ
ｍ３を有する未処理紙が特に好ましい。
【００１８】
　特に好ましいのは、鉱物性充填剤を含む未処理紙である。未処理紙中に使用されること
が見込まれる充填剤としては、例えば、カオリン、自然形態にある（in seiner natuerli
chen Form）炭酸カルシウム（例えば、石灰岩、大理石、又はドロマイト石）、沈降炭酸
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カルシウム、硫酸カルシウム、硫酸バリウム、二酸化チタン、タルク、シリカ、酸化アル
ミニウム、及びそれらの混合物を挙げることができる。このような未処理紙は、充填剤を
含まない未処理紙よりも不透明度が高く、このため、片面に生じた写真画像について、他
方の面から前記画像を観察する場合に、透けて見えるのを防止できるのは有利なことであ
る。
【００１９】
　本発明における原紙とは、両面を熱可塑性樹脂（例えば、ポリオレフィン又はポリオレ
フィン混合物）によってコーティングされた未処理紙のことである。未処理紙への樹脂層
の塗布（Aufbringen）は、押し出しによって実施することができる。
【００２０】
　本発明のその他の実施態様では、未処理紙と、未処理紙の両面に配置された合成樹脂層
の少なくとも一方との間に、親水性結合剤を含むもう１つの層を配置することができる。
このために、薄膜形成デンプン（例えば、熱可塑性デンプン、特に、トウモロコシデンプ
ン又はヒドロキシプロピル化デンプン）が特に適当である。ブルックフィールド粘度が５
０～６００ｍＰａｓ（２５％溶液、５０℃／毎分１００回転（Upm））、特に１００～４
００ｍＰａｓ、好ましくは２００～３００ｍＰａｓの範囲にある低粘性デンプン溶液を使
用することが好ましい。このブルックフィールド粘度は、ＩＳＯ２５５５により測定され
る。結合剤は、合成ラテックスを含まないものが好ましい。合成結合剤を含まないことに
より、材料廃棄物の再利用が、事前の準備なしに可能となる。
【００２１】
　本発明のその他の実施態様では、親水性結合剤を含むもう１つの層において、少なくと
も１つの顔料を含む。顔料は、金属の酸化物、ケイ酸塩、炭酸塩、硫化物と硫酸塩の硫酸
塩の群から選択することができる。特に適しているのは、カオリン、タルク、炭酸カルシ
ウム、及び／又は硫酸バリウムである。
【００２２】
　顔料粒子の少なくとも７０％が１μｍ未満のサイズである狭い粒度分布を有する顔料が
特に好ましい。本発明の効果を達成するためには、顔料の総量に対する、狭い粒度分布を
有する顔料の割合が、少なくとも５重量％、特に１０～９０重量％であることが好ましい
。特に良好な結果が得られるのは、顔料総量に対する前記顔料の割合が３０～８０重量％
の場合である。
【００２３】
　本発明によると、狭い粒度分布を有する顔料とは、顔料粒子の少なくとも約７０重量％
が約１μｍ未満のサイズを有し、そして、これらの顔料粒子の４０～８０重量％において
、最も大きい粒度（直径）を有する顔料と最も小さい粒度を有する顔料との差が約０．４
μｍ未満である粒度分布を有する顔料として理解されたい。約０．７μｍのｄ５０％値を
有する炭酸カルシウムが特に有利である。
【００２４】
　本発明の或る実施態様によると、炭酸カルシウムとカオリンとを含む顔料混合物を用い
ることができる。炭酸カルシウム／カオリンの量比は、３０：７０～７０：３０が好まし
い。
【００２５】
　もう１つの層における結合剤／顔料の量比は、０．１～２．５、好ましくは０．２～１
．５、特に好ましくは０．９～１．３であることができる。
【００２６】
　親水性結合剤を含む層は、好ましくは、追加のポリマー（例えば、ポリアミドコポリマ
ー及び／又はポリビニルアミンコポリマー）を含むことができる。ポリマーは、顔料の質
量に基づく、０．４～５重量％の量で用いることができる。或る好ましい実施態様による
と、ポリマーの量は、０．５～１．５重量％である。
【００２７】
　親水性結合剤を含む層は、未処理紙の片面又は両面に、直接配置することができる。こ
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の層は、個別の層又は複数層として、未処理紙上に形成することができる。コーティング
用素地（Beschichtungsmasse）は、製紙業において通常用いられる全ての付与機器（Auft
ragsaggregaten）で、インライン又はオフラインで塗布することができる。この場合、量
は、乾燥後の層当たりの付与重量（Auftragsgewicht）が多くても２０ｇ／ｍ２、特に８
～１７ｇ／ｍ２となるように選択されるか、又は特に好ましい実施態様の場合で２～６ｇ
／ｍ２となるように選択される。
【００２８】
　この追加層は、例えば、カレンダー加工又はフェロタイピング（Ferrotyping）の機械
的方法で更に平滑化することができ、前記層は、キャストコーティング（Cast Coating）
によって塗布することもできる。
【００２９】
　合成樹脂層は、押し出しによって未処理紙の両面に塗布することができる。本発明の或
る実施態様によると、両面の合成樹脂層が同一のポリマーを含むことができる。本発明の
更にその他の実施態様では、両面の合成樹脂層に用いられるポリマーが、それぞれ異なる
。
【００３０】
　未処理紙の両面に配置された合成樹脂層は、温度４０℃、空気相対湿度（relative Luf
tfeuchtigkeit）９０％で測定される、層厚さ３０μｍのとき最大１５０ｇ／ｍ２×２４
時間の水蒸気透過性（Wasserdampfdurchlaessigkeit）を有するポリマーを含むことが好
ましい。
【００３１】
　ポリマーは、熱可塑性ポリマーであるのが好ましい。適当な熱可塑性ポリマーとしては
、例えば、ポリオレフィン、特に低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、高密度ポリエチレン
（ＨＤＰＥ）、エチレン／αオレフィンコポリマー（ＬＬＤＰＥ）、ポリプロピレン、ポ
リイソブチレン、ポリメチルペンテン、及びこれらの混合物である。しかしながら、その
他の熱可塑性ポリマー、例えば（メタ）アクリル酸エステルホモポリマー、（メタ）アク
リル酸エステルコポリマー、ビニルポリマー例えばポリビニルブチラール、ポリアミド、
ポリエステル、ポリアセタール、及び／又はポリカーボネートも使用することができる。
【００３２】
　特に好ましいのは、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、又は低密度ポリエチレン（ＬＤ
ＰＥ）と高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）とからなるポリエチレン混合物であり、この場
合、ＬＤ／ＨＤの量比は９：１～１：９、特に９：１～９：３とすることができる。
【００３３】
　本発明の或る好ましい実施態様によると、未処理紙の各面は、密度０．９１０～０．９
３０ｇ／ｃｍ３とメルトフローインデックス１～２０ｇ／１０分とを有する低密度ポリエ
チレン（ポリマー層に対する）を少なくとも５０重量％、特に少なくとも８０重量％含む
ポリマー層でコーティングされる。
【００３４】
　本発明の或る好ましい実施態様によると、原紙の片面又は両面の合成樹脂層が、白色顔
料（例えば、二酸化チタン）を更に含む。片面又は両面の合成樹脂層が白色顔料を含むこ
とにより、有利には、支持体材料の不透明度を上げることができ、そして、生成される写
真画像の鮮明度を改良することができる。片面又は両面の合成樹脂層は、その他の助剤（
例えば、蛍光増白剤、染料、及び分散剤）を更に含むことができる。
【００３５】
　前面及び背面のポリマー層の付与重量は、それぞれ、５～５０ｇ／ｍ２、好ましくは２
０～５０ｇ／ｍ２、又は、特に好ましくは３０～５０ｇ／ｍ２とすることができる。
【００３６】
　本発明の或る実施態様では、支持体材料が光沢画像の生成に用いられる場合、ＤＩＮ４
７６８に従ってＲｚ値として測定される、２μｍ未満の値の表面粗さを、対応する組織構
造を持つ冷却シリンダーを用いて生じさせる。この場合、好ましくは表面粗さが０．８０
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μｍ～１．９０μｍ、特に好ましくは１．００μｍ～１．７０μｍであり、特に粗さ分布
が均一な場合には、Ｒｚの標準偏差が０．０５０μｍ～０．１２０μｍ、好ましくは０．
０６０μｍ～０．１００μｍである。
【００３７】
　本発明のその他の実施態様では、支持体材料が艶消し画像の生成に用いられる場合、Ｄ
ＩＮ４７６８に従ってＲｚ値として測定される、２μｍ～１５μｍの値の表面粗さを、対
応する組織構造の冷却シリンダーを用いて生じさせることができる。
【００３８】
　原紙の少なくとも片面、好ましくは両面に、機能層が塗布される。この機能層は、静電
気防止作用及びブロッキング防止特性（Antiblocking-Eigenschaften）を有するように、
そして、合成樹脂面に対する銀塩乳剤の固着を促進するように形成されている。この機能
層は、少なくとも１種類の水溶性ポリマー、水混和性多価アルコール、無機酸の塩、及び
合成樹脂微粒子を含む。
【００３９】
　本発明の機能層における水溶性ポリマーは、ポリビニルアルコール、デンプン、又はそ
の他の水溶性ポリマーであることができる。特に好ましいのはゼラチンである。
【００４０】
　水混和性多価アルコールは、グリコール（例えば、エチレングリコール又はプロピレン
グリコール）、あるいはその他の多価アルコールであることができ、特に好ましいのはグ
リセリンである。
【００４１】
　無機酸の塩は、或る好ましい実施態様によると、アルカリ金属塩化物、又はアルカリ金
属硝酸塩（特に好ましくは、硝酸ナトリウム、又は硝酸リチウム）であることができる。
【００４２】
　合成樹脂粒子は、１１０℃を超える溶融領域を有する合成樹脂であることができる。合
成樹脂粒子は、２μｍ～２０μｍ、好ましくは４μｍ～１０μｍの平均粒径を有すること
ができる。或る好ましい実施態様では、合成樹脂粒子はポリエチレンを含む。
【００４３】
　機能層は、合成樹脂粒子から得られる合成樹脂分散系及び前述の機能層の構成要素（Be
standteile）に加えて、その他の助剤（例えば、湿潤剤又は増粘剤）を含むことのできる
コーティング液（Beschichtungsfluessigkeit）から生成される。コーティング液は、溶
媒として好ましくは水を主成分として含む。
【００４４】
　機能層の両面での付与は、製紙業において通常用いられる全ての付与機器により、イン
ライン又はオフラインで実施することができる。乾燥後の層当たりの付与量（Auftragsme
nge）は、最大２．０ｇ／ｍ２、特に１００ｍｇ／ｍ２～１ｇ／ｍ２である。
【００４５】
　有利な方法として、未処理紙に合成樹脂層を塗布する前に又は合成樹脂層に機能層を塗
布する前に、未処理紙表面又は原紙表面を、コロナ放電照射又は気体プラズマで処理する
。
【００４６】
　下記の実施例は、本発明を更に説明するためのものである。
【実施例】
【００４７】
　原紙Ａを製造するため、ユーカリパルプ製の未処理紙を用いた。叩解（mahlen）のため
、パルプを約５％の水性分散系（高濃度パルプ；Dickstoff）とし、リファイナーを用い
て、叩解度（Mahlgrad）３６°ＳＲまで叩解した。平均繊維長さは０．６４ｍｍであった
。低濃度パルプ（Dunnstoff）中のパルプ繊維濃度は、パルプ分散系の質量の１重量％で
あった。低濃度パルプに添加剤、例えば、０．４８重量％の中性サイズ剤アルキルケテン
ダイマー（ＡＫＤ）と、０．３６重量％の湿潤強度剤ポリアミンポリアミドエピクロロヒ
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ドリン樹脂（Ｋｙｍｅｒｅ（商標））と、１０重量％の天然ＣａＣＯ３とを添加した。こ
れらの示される量は、パルプ質量（Zellstoffmasse）に対する量である。ｐＨ値を約７．
５に調整された低濃度パルプを、ヘッドボックス（Stoffauflauf）から抄紙機のスクリー
ン（Sieb）へ導入し、そこでは、抄紙機のワイヤーセクション（Siebpartie）中で、ウェ
ブの脱水を伴うシート形成を実施した。ウェブ重量に対する含水量６０重量％まで、紙ウ
ェブをプレスセクション（Pressenpartie）中で更に脱水した。抄紙機の乾燥セクション
（Trockenpartie）では、加熱された乾燥シリンダーを用いて、更なる乾燥を実施した。
これにより得られる原紙は、坪量１６０ｇ／ｍ２と水分約７％とを有していた。
【００４８】
　未処理紙は両面に、スチレンアクリレート結合剤からなるコーティング素地（Streichm
asse）と、炭酸カルシウム５０重量％及びカオリン５０重量％からなる顔料混合物とを、
両面ともそれぞれ１５ｇ／ｍ２の付与重量で塗布され、乾燥され、続いてカレンダー装置
によって平滑化された。こうして得られた材料を以下に原紙Ａと呼ぶ。
【００４９】
　原紙Ｂは、原紙Ａの形態の未処理紙と同じ方法で、ユーカリパルプから製造された未処
理紙である。しかしながら、原紙Ｂの場合、完成後の未処理紙ウェブが乾燥質量に基づく
１０重量％のＴｉＯ２を含む量で、二酸化チタンをパルプ分散系中に追加的に含む。この
未処理紙は、そのまま、更なるコーティング素地を塗布せずに、原紙Ｂとして、後続の押
し出しコーティング（Extrusionsbeschichtung）のために用いられた。
【００５０】
　原紙Ａ及びＢの両面に、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ、０．９２３ｇ／ｃｍ３）９０
重量％と、二酸化チタン（ルチル）１０重量％とからなるポリエチレン・二酸化チタン混
合物を、付与重量約２０ｇ／ｍ２、速度約２５０ｍ／分で、ラミネータ―中にコーティン
グした。冷却シリンダーは、両面に生じる表面が、ＤＩＮ４７６８によるＲｚ値として測
定される１．２μｍの表面粗さＲｚを有し、このとき標準偏差０．０８μｍであるものを
選択した。得られた材料を以下にＡ１及びＢ１と呼ぶ。これらは、高光沢表面（hochglae
nzende Oberflaeche）を示すものである。
【００５１】
　原紙Ａ及びＢに、同じ方法で、同じポリエチレン・二酸化チタン混合物を押し出しコー
ティングした。しかしながら、この場合、冷却シリンダーは、両面に生じる表面が、１１
．２μｍの表面粗さＲｚを有し、このとき標準偏差１．３μｍであるものを選択した。得
られた材料を以下にＡ２及びＢ２と呼ぶ。これらは、艶消し組織構造化された（matt str
ukturiert）表面を有する。
【００５２】
　得られた押し出しコーティング済み材料の表面を、コロナ放電照射後、コーティング素
地ａ、ｂ、ｃ、ｄでコーティングして、乾燥させた。その際、付与重量は、乾燥後全ての
ケースで、各材料の両表面の各々で０．５ｇ／ｍ２であった。
【００５３】
　コーティング素地ａ～ｄの組成（Zusammensetzung）を以下の表１に記載する。アクリ
レート分散系としてはCarboset（商標）GA1161及びGA1339（Lubrizol社製造）の混合物、
そしてＰＥワックス分散系としてはLubaprint（商標）VP 760/D（ドイツ国、Rottweil市
、L.P.Bader社製造）を使用した。量表示は全て、使用された固形物（Feststoff）の量で
ある。
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【表１】

得られた支持体材料に対して、下記の表２に記載する試験を行った：
【表２】

試験結果を、下記の表３にまとめた。
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【表３】
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